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種々の泌尿器科領域感染症 に対 し,新 しく開発 されたセフェム系抗生物質7432-Sを1日200-

600mg投 与 し,臨 床的検討 を行 った。

検討症例 は急性単純 性膀胱 炎1例,淋 菌性尿道炎1例,慢 性前 立腺 炎4例,複 雑性尿路感染症

42例 である。

これらの総合臨床効果は主治 医判定で急性単純性膀胱炎1例 は著効,淋 菌性尿道炎1例 は有効,

慢性前立腺炎4例 は有効1例,や や有効2例,無 効1例 であ った。またUTI薬 効評価基準に合致

した複雑性尿路感染症例は37例 であ り,そ の臨床効果は著効11例,有 効10例,無 効16例 で総合

有効率 は56.8%で あ った。

副作用 は1例 に軽症の下痢が認 め られ,ま た臨床検査値 で軽度のGOT上 昇が1例,軽 度のT.

bil.上昇が1例,軽 度のGPT, Alp, T.bil.の 上昇が1例 にみ られた。

Key words : 7432-5, Urinary tract infection, Chronic prostatitis

7432-Sは 塩野義製薬研 究所 で開発 され た経 口用 セ

フェム系抗生物質 であ る。本剤 は β-lacamaseに 安定

で,広 範囲のグラム陰性菌および一部の グラム陽性菌 に

対 して抗菌スペク トルを有す る。 さらにその大部分が尿

中に排泄される1)こ とか ら,尿 路感染症に対 して有効 な

ことが期待され る。今回私達 は48例 の泌 尿器科領域感

染症患者 に本剤を用いる機会 を得たので,そ の成績を報

告する。

I. 投与対象および投与方法

対象は昭和61年5月 から昭和62年12月 までに秋田

大学医学部附属病院および市立秋田総合病院,由 利組合

総合病院,平 鹿総合病院,仙 北組合総合病院,秋 田労災

病 院の5関 連施設の泌尿器科外来に受診 あるいは入院 し

た48例 であ る。性別 は男性26例,女 性22例 であ り。

年齢 は28歳 か ら85歳 にお よんでい る。疾患別にみ ると,

急性単純性膀胱炎1例,急 性複雑性腎盂腎炎5例,慢 性

複 雑性 腎孟 腎炎5例,急 性複雑性膀胱炎13例,慢 性複

雑性膀胱 炎19例,急 性淋菌性尿道 炎1例,慢 性前 立腺

炎4例 であ る。投 与方法 は7432-Sを 食後1日 量200

mg分2で 投与 したもの1例.300mg分3投 与15例,

400mg分2投 与9例,600mg分3投 与 は23例 であ っ

た。投与期 間は,2日 か ら14日 間で あり,大 多数 は5

日間であ った。

*〒010 秋 田市本道1 -1-1



376 CHEMOTHERAPY NOV.1989



VOL.37 S-1 泌尿器科領域での7432-Sの 使用経験 377



378 CHEMOTHERAPY NOV.1989



VOL.37 S-1 泌尿器科領域での7432-Sの 使用経験 379



380 CHEMOTHERAPY NOV.1989

Table 2 . Overall clinical efficacy of 7432-S in complicated UTI

Table 3 . Overall clinical efficacy of 7432-S classified by infection

急性単純性膀胱 炎,複 雑性尿路感染症の臨 床効果の判

定 は主治医およびUTI薬 効評価基準(第 三版)2,に よっ

て行 うた。淋菌性尿道炎は 自覚症状,初 尿中の白血球数,

淋菌の有無などにより,慢 性前立腺炎では自覚症状お よ

び前 立腺圧 出液(Expressed Prostatic Secretion, E.

P.S.)中 の白血球数,細 菌数の変化 によ り,主 治医判定

を行 った。

副作用 の検討 は自他覚的副作用の有無を観 察 し,臨 床

検査値 の推移 につ いて も検 討 した。

II. 成 績

急性 単純性膀胱炎1例 を含めた43例 の尿路感染症症

例の臨床効果を一 覧に してTable1に 示す。複雑性尿

路感染症 においての14日 間投与例では5日 目はUTI薬

効 評価基準で判定 し,14日 目は主治医判定 とした。

UTI薬 効評価基準に合致 したのは複雑性尿路感染症の

37例 であ った。その総合臨床効果をTable2に まとめ

た。膿尿 に対す る効果 は正常化16例,改 善6例,不 変

15例 で,正 常化率は43.2%で あ り,細 菌尿 に対する効

果は陰性化15例,菌 交代10例,不 変12例 で陰性化率
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Table 4 . Bacteriological response to 7432-S in complicated UTI

Table 5 . Strains after 7432—S treatment in complicated UTI

は40.5%で,こ れ らを合わせ た総合 臨床 効果は著効11

飢,有 効10例,無 効16例 で有効率 は56.8%で あ った。

また主治医によ る効果判定で は急性単純性膀胱 炎1例 は

著効であ り,複 雑性 尿路感染症42例 で は著 効12例,

有効11例,や や有効6例,無 効13例 で あ り,著 効 と

有 効を合 わせ た有効率は54.8%で あ った。疾 患病態群
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Table6, Clinical summary of gonococcal urethritis Pationt troatod with 7432-8

*

Before treatment/
After troatmont

Pyuria : first voided urine

Table 7. Clinical summary chronic prostatitis patients treaterd with 7432-S

*

Before treatment/
After treatment

C.N.S. : Coagulase-negative staphylococcus

WBC (E.P.S.) + : 20•`29/hpf

別の効果 をTable3に 示 した。 単独菌感染症で は4群

が21例 と最 も多 く,そ の他3群6例,2群1例 であ り,

その臨床効果は著効11例,有 効9例,無 効8例,有 効

率71.4%と 良好 であ った。 しか し,複 数 菌感染症で は

9例 中1例 のみ有効であ り,有 効率 は12.5%と 不良 で

あ った。投与量別の効果は1日 量300mg分3で は8例

中著効1例,有 効2例,無 効5例,有 効 率37.5%と 不

良であ ったが,400mg分2投 与9例 では著効4例,有

効3例,無 効2例 、有 効率77.8%と 良好 な結果 であ っ

た。1日600mg分3投 与例で は20例 申著効6例,有

効5例,無 効9例,有 効 率 は55%で あ った。

起 炎 菌 別 の 細 菌 学 的 効 果 をTable4に 示 した。 投与

前 に は19種53株 が 分 離 され,与 後 は53株 中34株 が消

失 し,消 失 率 は64.2%で あ っ た。 存 続 し た 株 は

Pseudomenas aeruginosa 8株, Entercrcoceus faecatis

5株, Staphylococeus aureus,Eseheriehia coli,

Serratia marcescens 各2株 であ った。 また投 与後出環

菌 は12種18株 あ り,グ ラム陽 性菌 が多か った(Talb短5)。

淋 菌 性尿 遣 炎,慢 性 前 立 腺 炎 例 の 臨 床 効 果をTaable

6,7に 示 す。 淋菌 性 尿 道 炎 例 で は淋 菌 は消 炎 したが投
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与後尿道分泌物の残存があ り,有 効 と した。慢性前立腺

炎例では,有 効1例,や や有効2例,無 効1例 であった。

副作用に関 して は1例(症 例40)で 本剤投 与5日 自

に処置を必要 としない程軽度の下痢を認めたが零本剤服

用後5日 目には消失 した。 また,本 剤による と考 え られ

る臨床検査値異常 を3例 に認 めた。その1例(症 例9)

はGOT上 昇であり,1例(症 例44)はT.bil.上 昇で,

他の1例(症 例48)はGPT, ALP, T. bi1.の 上昇で,

いずれも軽度で一過性であ った.

III. 考 察

7432-Sは 経口用セフェム系抗生物質で,β-lactamase

に安定であ り,広 範囲のグラム陰性菌および一部 のグラ

ム陽性菌に対 して抗菌スペク トルを もつ ことよ り,尿 路

感染症に対 して有効な薬剤 と考え られる。 そこで今回,

本剤の臨床的検討を行 った。

急性単純性膀胱炎の1例 は主治医判定 で著効であ った。

複雑性尿路感染症のUTI薬 効評価判定基準 を満た した

37例 では著効11例,有 効10例 とその有効率 は56.8%

であり,全 国集計 とほぼ同様の成績 であった。無効例の

ほとんどはE.fbecatisやP.aeruginosaあ るいは こ

れらを含む複数菌感染であり,こ れ らの菌 に対す る本剤

の抗菌力の弱 さが原因と考え られる。 また,最 近の複 雑

性尿路感染症の起炎菌と してE.faecatisを 含 むグラム

陽性菌の増加が指摘されている。 今回の検討で も37例

中11例 が 本剤の抗劇力の及ばな いグラム陽性 菌あ るい

はこれ らを含 む複数薗 感染で あ り,こ の ため有効串 が

56.8%と や や 低率 で あ った と思 わ れ る。 しか し,P.

aeruginosaを 隙 くグラム陰性Nに よる尿路感 染症 には

よ い成績 であった。従 うて起 炎菌や基礎疾息な どを考慮

して使用すれば本剤 は有用な薬剤 と考え られ る。投与量

別の有効率 は1日300mg分3で は37.5%,400mg分

2で は77.8%,600mg分3で は55%と460mg分2投

与群で最 も高か った。600mg分3投 与群で低$で あ っ

たのは,E.fbecalis,S.aureUS,P,aeruginosa等 の

本剤の感受性が弱い菌が多 く含まれていたためと思われ

る。 さらにCase40(600mg分3投 与群)でDiarrhea

が 発生 したことか ら1日 投与 量と して は400mg分2が

妥 当な投与量 と考え られる。慢性前立腺炎例で は起炎菌

が グラム陽性菌であ り良好 な効果は得 られ なか った。 し

か し淋菌性尿道炎の1例 では有効であった。

副作用については1例 に下痢が認め られ,3例 に臨床

検査値異常が認め られ たが,い ずれ も軽度であ り,従 来

のセフェム系抗生物質 と同程度の印象であ った。
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7432-S, a new oral cephem antibiotic, was administered at a daily dose of 300 600 mg to 

patients with urological infections. 
A total of 48 patients was treated : 1 with acute uncomplicated cystitis, 1 with gonococcal 

urethritis, 4 with chronic prostatitis and 42 with complicated urinary tract infection. 

The overall clinical efficacy assessed by the doctors in charge was as follows ;1 case of acute 

uncomplicated cystitis was excellent, 1 of gonococcal urethritis was good and 4 of chronic 

prostatitis were good in 1, fair in 2 and poor in 1. 

Thirty-seven patients with complicated urinary tract infections were evaluated according to the 

criteria of the Japanese UTI commitee, and the clinical response to 7432—S was excellent in 11, 

moderate in 10 and poor in 16, the efficacy rate being 56. 8%. 

As for side effects, 1 case of diarrhea was observed, slight elevation of GOT, of T. bilirubin, and 

of GPT, ALP and T.bilirubin in 1 case each were found.


